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平成 26 年 3月 31 日作成 

平成 31 年 4月  1 日改定 

処理フロー 
  

処理フローは、災害廃棄物の処理方針、発生量・処理可能量を踏まえ、災害廃棄物の種類毎に、分別、

中間処理、最終処分・再資源化の方法とその量を一連の流れで示したものである。処理フローは、災害

廃棄物処理の全体像を把握し、漏れなく適切に処理・処分するために必要となるものであり、災害査定

等を受ける際にも必要となることから、可能であれば処理先を含めて記載するのが望ましい。 

処理フローの検討に当たっては、まずは自区域内での処理を原則とする。自区域内の既存の一般廃棄

物処理施設で処理できない種類の廃棄物は、既存の産業廃棄物処理施設等で処理することを検討する。

既存の廃棄物処理施設（一廃・産廃）だけでは目標とする処理期間内に処理を行うことができない場合

には、処理費用も勘案して、仮設焼却炉の設置や広域処理を検討し、検討結果を処理フローへ反映させ

る。 

本資料では、過去の災害事例における処理フロー（例）を整理した。 

 

◆ 整理した処理フロー（例） 

被災都道府県の事例 

災害の種類 災害名 発災 自治体 処理期間 

津波・地震災害 東日本大震災 平成 23 年３月 
岩手県 

約３年 
宮城県 

地震災害 平成 28 年熊本地震 平成 28 年４月 熊本県 約２年 

 

被災市町村（政令指定都市）の事例 

災害の種類 災害名 発災 自治体 処理期間 

土砂災害 平成 26 年８月 20 日豪雨災害 平成 26 年８月 広島市 約 1.5 年 

地震災害 平成 28 年熊本地震 平成 28 年４月 熊本市 約２年 

 

被災市町村（政令指定都市以外の市町村）の事例 

災害の種類 災害名 発災 自治体 処理期間 

水害 平成 27 年９月関東・東北豪雨 平成 27 年９月 常総市 約１年 

地震災害 平成 28 年熊本地震 平成 28 年４月 益城町 約２年 

土砂災害 平成 25 年台風 26 号 平成 25 年 10 月 大島町 約１年 
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【処理の進捗や処理先との調整結果に応じた処理フローの見直しの必要性】 

 次頁以降に過去の災害における被災自治体の処理フローを掲載した。事例から分かるとおり、処理フ

ローを検討する時期によって内容は異なる。実行計画の第１版の策定時点では災害廃棄物の発生量に不

確定要素があること、処理先と調整を行っている段階でもあり、詳細な処理フローを描くことができず

簡易な処理フローとせざるを得ない場合もあるが、処理の進捗に応じて具体的な処理必要量や処理先を

追記する等して、処理フローを更新していくことが必要である。 
 
【目的に応じた処理フローの示し方】 

 処理フローには様々なものがあるが、目的に応じた処理フローを策定することが必要である。災害廃

棄物を漏れなく適切に処理・処分するためには、廃棄物の種類毎の処理必要量や仮置場・処理先の具体

的な名称を示した処理フローを策定する必要があり、一方、処理実績等を分かりやすく公表することが

目的であれば、全体の廃棄物の流れを俯瞰できるような処理フローを策定する等、策定する目的（事業

のマネジメント、住民等への広報等）や立場（都道府県・市町村等）に応じて適切な処理フローの示し

方を検討する必要がある。 
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【東日本大震災における岩手県の処理フロー】 

【「岩手県災害廃棄物処理詳細計画」（平成 23年８月 30日）の処理フロー】 

 岩手県では発災から約５ヶ月後に詳細計画を策定しており、詳細計画において市町村毎・廃棄物種類

毎の処理フローが掲載されている。処理フローでは処理必要量やその処理先、処理先の処理能力が合わ

せて整理されており、今後の処理の推進に向けた全体像が整理されている。 

 

 

＜市町村毎の処理フロー（宮古市の事例）＞ ＜二次仮置場以降の可燃物の処理フロー＞ 
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【「岩手県災害廃棄物処理詳細計画（平成 24年度改定版）」（平成 24 年４月）の処理フロー】 

 岩手県では、詳細計画の策定から約８ヵ月後に平成 24 年度改定版の詳細計画を策定しており、改定

版においても市町村毎・廃棄物種類毎の処理フローが掲載されている。平成 24 年度改定版では、処理

が必要な廃棄物の種類としてプラスチックや漁網が追加されており、処理先として民間事業者や広域処

理が追加されている。処理の進捗や処理先の確保に伴い、処理フローが更新されている。 

 

 

＜市町村毎の処理フロー（宮古市の事例）＞ ＜二次仮置場以降の可燃物の処理フロー＞ 
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【「岩手県災害廃棄物処理詳細計画 第二次（平成 25 年度）改定版」（平成 25 年５月）の処理フロー】 

 詳細計画（第一版）の策定から約１年後に平成 25 年度改定版の詳細計画を策定しており、改定版に

おいても市町村毎・廃棄物種類毎の処理フローが掲載されている。平成 25 年度改定版の処理フローで

は廃棄物の性状等を踏まえ、廃棄物の種類も詳細となっている。また処理の進捗に伴い、今後処理が必

要な量が整理されており、処理の完了に向けた処理フローに改定が行われている。 

 

 

＜市町村毎の処理フロー（宮古市の事例）＞ ＜可燃物の処理フロー＞ 
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【東日本大震災津波により発生した災害廃棄物の岩手県における処理の記録」（平成 27 年２月）の処理

フロー】 

発災から約４年後に処理の記録誌を策定しており、処理完了時点での処理フローが掲載されている。

市町村毎の処理フローや具体的な処理先は記載されていないが、廃棄物種類毎の処理量と処理方法、処

理先（県内処理・広域処理）を俯瞰することができる処理フローとなっている。 

 

 

出典：「岩手県災害廃棄物処理詳細計画」（平成 23 年８月 30 日、岩手県） 

「岩手県災害廃棄物処理詳細計画」（平成 24 年度改定版）（平成 24 年４月、岩手県） 

「岩手県災害廃棄物処理詳細計画 第二次（平成 25 年度）改定版（平成 25 年５月、岩手県） 

「東日本大震災津波により発生した災害廃棄物の岩手県における処理の記録」（平成 27 年２月、岩手県） 
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平成 31 年 4月  1 日改定 

【東日本大震災における宮城県の処理フロー】 

【「宮城県災害廃棄物処理実行計画 第一次案」（平成 23年７月）の処理フロー】 

 宮城県では発災から約４ヶ月後に実行計画の第一次案を策定している。市町村毎・廃棄物種類毎の処

理フローは掲載されていないが、廃棄物種類毎の再生利用・処理方法が整理されるなど、今後の処理の

基本的な考え方を示すものとなっている。 

 

 

＜再生利用と処理フロー（例）＞ 
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【「宮城県災害廃棄物処理実行計画 第二次案」（平成 24年７月）の処理フロー】 

 宮城県では、実行計画の策定から約１年後に実行計画第二次案を策定している。第二次案においては

ブロック・処理区毎の処理フローが掲載されている。処理フローは県受託処理分を対象としている。具

体的な処理先は記載されていないが、廃棄物の種類毎に処理必要量や処理方法が整理されている。また

県全体で今後の処理に向けて調整が必要な量が整理されており、全体を俯瞰できるものとなっている。 

 

＜石巻ブロックの処理フロー（例）＞ 

 
＜宮城県全体のマテリアルバランス＞ 
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【「宮城県災害廃棄物処理実行計画 最終版」（平成 25 年４月）の処理フロー】 
 実行計画（第二次案）の策定から約１年後に最終版の実行計画を策定しており、最終版においてもブ

ロック・処理毎の処理フローが掲載されている。処理の進捗に伴って処理量の数値に見直しが行われて

おり、精度の向上が図られている。 

 
＜石巻ブロックの処理フロー（例）＞ 

 

＜宮城県全体のマテリアルバランス＞ 

 



【技 15】 

【技 15】 －10－ 
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【「災害廃棄物処理業務の記録＜宮城県＞」（平成 26 年７月）の処理フロー】 

 発災から約３年後に処理の記録誌を策定しており、処理完了時点での処理フローが掲載されている。

市町村毎の処理フローや具体的な処理先は記載されていないが、岩手県と同様、廃棄物種類毎の処理量

と処理方法、処理先（県内処理・広域処理）を俯瞰することができる処理フローとなっている。 

 

 
出典：「宮城県災害廃棄物処理実行計画 第一次案」（平成 23 年７月、宮城県） 

「宮城県災害廃棄物処理実行計画 第二次案」（平成 24 年７月、宮城県） 

「宮城県災害廃棄物処理実行計画 最終版」（平成 25 年４月、宮城県） 

「災害廃棄物処理業務の記録＜宮城県＞」（平成 26 年７月、宮城県環境生活部震災廃棄物対策課） 
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【平成 28年熊本地震における熊本県の処理フロー】 

熊本県では発災から約２ヵ月後に実行計画の策定を行っている。実行計画では市町村毎の処理フロー

は整理されていないが、県全体での処理フローが掲載されており、発生量の数値と処理先を含めて整理

されており、全体を俯瞰することができるものとなっている。また第一版の策定から約１年後に改定を

行っており、発生量の見直しや処理先の具体化が進められていることが分かる。 

 

【「熊本県災害廃棄物処理実行計画 第１版」（平成 28年６月）の処理フロー】 

 

【「熊本県災害廃棄物処理実行計画 第２版」（平成 29年６月）の処理フロー】 

 
出典：「熊本県災害廃棄物処理実行計画～第１版～」（平成 28 年６月、熊本県） 

「熊本県災害廃棄物処理実行計画～第２版～」（平成 29 年６月、熊本県） 
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平成 31 年 4月  1 日改定 

【平成 25年台風 26号における処理フロー】 

【「広島市災害廃棄物処理計画」（平成 29年９月 14日）の処理フロー】 

 広島市では発災から約１ヵ月後に実行計画を策定しており、平成 27年 12 月までに合計で４回の改定

を行っている。以下は平成 26 年９月の初版のものであり、各一次仮置場における仮置量や処理先であ

る公共の廃棄物処理施設については具体的な名称を含めて整理が行われている。廃棄物の種類毎の処理

量も掲載されており、処分までの全体像を俯瞰できる内容になっている。 

 
出典：「８．２０の豪雨災害に伴う広島市災害廃棄物処理計画（平成 26 年９月 14 日、広島市） 
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平成 26 年 3月 31 日作成 

平成 31 年 4月  1 日改定 

【「広島市災害廃棄物処理計画」（平成 27年 12 月 22 日）の処理フロー】 

 以下は平成 27 年 12 月版のものであり、処理が必要な量や処理先の見直しが行われている。 

 

 
出典：「平成 26 年 8月 20 日の豪雨災害に伴う広島市災害廃棄物処理計画（平成 27 年 12 月 22 日（改定）、広島市） 
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平成 31 年 4月  1 日改定 

【平成 28年熊本地震における熊本県熊本市の処理フロー】 

 熊本市では発災から約２ヵ月後に実行計画を策定しており、平成 29 年６月までに合計２回の改定を

行っている。第１版から廃棄物種類毎の処理必要量と具体的な処理先が記載された処理フローを策定し

ており、第２版、第３版ではそれぞれ処理必要量の見直しや処理先の追加が行われている。 

 

【「熊本市災害廃棄物処理実行計画 第１版」（平成 28年６月）の処理フロー】 

 

【「熊本市災害廃棄物処理実行計画 第２版」（平成 28年 12 月）の処理フロー】 
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【「熊本市災害廃棄物処理実行計画 第３版」（平成 29年６月）の処理フロー】 

 
出典：「平成 28 年４月熊本地震に係る熊本市災害廃棄物処理実行計画」（平成 28 年６月 14 日（第１版）、熊本市） 

「平成 28 年４月熊本地震に係る熊本市災害廃棄物処理実行計画」（平成 28 年 12 月 13 日（第２版）、熊本市） 

「平成 28 年４月熊本地震に係る熊本市災害廃棄物処理実行計画」（平成 29 年６月９日（第３版）、熊本市） 
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【平成 27年９月関東・東北豪雨における処理フロー】 

常総市では発災から約２ヵ月後に実行計画を策定しており、平成 28 年９月までに１回の改定を行っ

ている。第一版では処理の基本的な流れを示すことにとどまっている。 

また常総市では発災から約１年後に実行計画の改定を行っている。ただし、改定版に示されている処

理フローは平成 28年６月１日時点までの処理実績フローであることに注意が必要である。 

 

 

【「常総市災害廃棄物処理実行計画 第１版」（平成 27 年 11 月 17 日）の処理フロー】 
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平成 31 年 4月  1 日改定 

【「常総市災害廃棄物処理実行計画 第２版】（平成 28年９月 23日）の処理フロー】 

 
出典：「平成 27 年９月関東・東北豪雨により発生した災害廃棄物処理実行計画 第一版」（平成 27 年 11 月 17 日、常総市） 

「平成 27 年９月関東・東北豪雨により発生した災害廃棄物処理実行計画 第二版」（平成 28 年９月 23 日、常総市） 
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【平成 25年台風 26号における処理フロー】 

【災害廃棄物処理実行計画（平成 25 年 12 月）の処理フロー】 

 大島町では発災から約２ヵ月後に実行計画を策定している。実行計画では具体的な仮置場の名称を含

め、島内・島外処理の区分で全体を俯瞰できるようになっている。 
 

 
 

【大島町災害廃棄物処理事業記録（平成 27年３月）に掲載されている処理フロー】 

 大島町では平成 26 年１月に環境省に対して災害等廃棄物処理事業の報告を行っており、報告に以下

の処理フロー（全体フロー（発災時から平成 25年 12 月末まで、平成 26年 1 月以降）、二次仮置場毎の

中間処理フロー、コンテナ運搬フロー図）を掲載している。処理フローは具体的な処理先や運搬先を含

めて整理が行われている。 

なお、大島町では平成 25 年 11 月に災害廃棄物の発生量の推計結果を発表しているが、その後、12

月末までに一次仮置場への搬入量及び現場における測量等を行い、災害廃棄物の発生量を明らかにして

いる。 
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平成 26 年 3月 31 日作成 

平成 31 年 4月  1 日改定 
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平成 26 年 3月 31 日作成 

平成 31 年 4月  1 日改定 
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平成 26 年 3月 31 日作成 

平成 31 年 4月  1 日改定 

 

出典：「大島町災害廃棄物等処理計画」（平成 25 年 12 月、大島町） 

「大島町災害廃棄物処理事業記録」（平成 27 年３月、大島町・東京都・公益財団法人東京都環境公社） 

 

 



【技 15】 

【技 15】 －22－ 

 

平成 26 年 3月 31 日作成 

平成 31 年 4月  1 日改定 

【平成 28年熊本地震における熊本県益城町の処理フロー】 

 益城町では発災から約５ヵ月後に実行計画を策定している。具体的な処理量や処理先は記載されてい

ないが、処理の基本的な流れを俯瞰できるものとなっている。また第１版の策定から約９ヵ月後に実行

計画の改定を行っている。廃瓦の処理方法について、第１版では埋立処分する計画であったものが、第

２版ではリサイクルする計画となっている。 

 

【「益城町災害廃棄物処理実行計画（第１版）」（平成 28年９月７日）の処理フロー】 

 

【「益城町災害廃棄物処理実行計画（第２版）」（平成 29年６月 21日）の処理フロー】 

 
出典：「平成 28年熊本地震に係る益城町災害廃棄物処理実行計画（第１版）」（平成 28年９月７日、益城町） 
「平成 28年熊本地震に係る益城町災害廃棄物処理実行計画（第２版）」（平成 28年６月 21日、益城町） 


